
カテーテル・輸液回路の
輸液速度に与える影響



滴下が速いのはどっち？

20G×1’1/4

（内径0.8mm、カテーテル長32mm）
VS

18G×2’1/2 

（内径0.95mm、カテーテル長64mm）



• 流量（Q）は圧較差（⊿P）に比例し、抵抗（R）に反比
例する。

Q=⊿P/R

• 細い管の中の流れに対する抵抗は、Hagen-
Poiseuille(ハーゲン-ポアズイユ)の式で表される。

Q=⊿P×（πｒ4/8μL） 半径が大きな影響

内径（ｒ）、管の長さ（Ｌ）、液体の粘度（μ）



滴下が速いのはどっち？

Q=⊿P×（πｒ4/8μL）
20G×11/4 ： 0.84/8μ×32

=0.4096/8μ×32
＝0.0016μ

（内径0.8mm、カテーテル長32mm）

ｖｓ

18G×21/2 ： 0.954/8μ×64
=0.8145/8μ×64
=0.00159μ

（内径0.95mm、カテーテル長64mm）

A： 理論上はほぼ同じ



実験1

100cmの高低差で水が20ml滴下
する時間を各製品で3回測定した。
回路はTERUMO社製ポンプ用輸
液セットの先に各カテーテルを接
続した。

20ml

カテーテル

ポンプ用輸液セット

1m

統計： one way Factorial ANOVA
Bonferroni–Dunn test





各カテーテル類＋輸液用ポンプセットの滴下秒数
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細い延長
加温コイル
3連三方活栓
太い延長

24G 0.75"(19mm)
PAC proximal
22G 1"(25mm)

ダブルルーメン18G
20G2"(51mm)

20G1 1/4"(32mm)
ダブルルーメン16G
18G2 1/2"(64mm)
9Frシース+PAC

18G 1 1/4"(32mm)
6Frシース

16G 2 1/2"(64mm)
9Frシース

(s)
1 inch = 2.54cm



１．いざというときは輸液ポンプセット＋9Frシースが最
も早い。
２．最近癒着胎盤で6Frシースを使用することがあった
が、これは意味がない。長い分、効果相殺。16Gで
よい。
３．PAC＋9Frシースのラインも意外とよくおちる。
４．ダブルルーメンの16Gと18G白差が大きい。CVカ
テは太いが、長いのでダメ
５．出血予想症例で細い延長を入れるのは論外
６．針が太いときは回路全体の中では差はそれほどで
はない。 しかし、20Gと22Gは大きな差があるので、
輸血が必要なときはやはり20G以上のものが望まし
い。逆に言うと22Gなら２本とってようやく20G分とな
る。



各カテーテルと輸液回路単独の

滴下秒数（- 6.7s）
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細い延長
加温コイル
3連三方活栓
太い延長

24G 0.75"(19mm)
PAC proximal
22G 1"(25mm)

ダブルルーメン18G
20G2"(51mm)

20G1 1/4"(32mm)
ダブルルーメン16G
18G2 1/2"(64mm)
9Frシース+PAC

18G 1 1/4"(32mm)
6Frシース

16G 2 1/2"(64mm)
9Frシース

(s)普段針の太さにこだわるが、途中のラインも大事。細い点滴セットでは20G以上の場合回路の半分以上、16Gでは8割の抵抗となる。



・普段針の太さにこだわるが、途中のラインも大
事。条件によっては回路抵抗の半分以上を
占める。

・血管の性状も影響するので、中心静脈に留置
するものは、この結果以上に有利であろう。



考察

• 輸液セット（細）内径約2mm、
輸液ポンプ用点滴セット内径3.5mm

24 =16
3.54 =150

• ポンプ用輸液セット＋太い延長＋
9Frシース or 16G留置針

→20mlが12.5秒で滴下する計算になるので、5%アルブミン
製剤250mlを点滴台2倍の高さで入れれば、約2.5分で1本、
10分で800ml出ても楽々対処できる



どちらがよく落ちる？

Q=⊿P×（πｒ4/8μL）
20G×11/4 ： 0.84/8μ×32

=0.4096/8μ×32
＝0.0016μ

（内径0.8mm、カテーテル長32mm）

ｖｓ

18G×21/2 ： 0.954/8μ×64
=0.8145/8μ×64
=0.00159μ

（内径0.95mm、カテーテル長64mm）

A： 理論上はほぼ同じ
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20G2"(51mm)

20G1 1/4"(32mm)

18G2 1/2"(64mm)

18G1 1/4"(32mm)

理論上同じはずが・・・



表示されている長さ

実際に細い長さ

20G×11/4 カテーテル長： 表示32mm / 実測 38mm
18G×21/2 カテーテル長： 表示64mm / 実測 71mm

半径の影響はほぼ2倍なので38×2＝76
⇒長さの影響は1割にも満たない



実験2

先端が細いのが影響しているのではないか？
先端のみ切って測定



結 果 2

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

20G2"(51mm)

20G1 1/4"(32mm)

20G1 1/4"(29mm) 切断

18G2 1/2"(64mm)

18G1 1/4"(32mm)

*

*
誤差範囲に

⇒ 先端が細いことでかなりの抵抗増加となっている

長さ同じで、太さで2倍の関係だが、実測2.4倍となる。*



結 語

• 普段カテーテルの太さに注意をはらっている
が、輸液回路も速度に大きな影響を与えるこ
とを考慮する必要がある。

• 出血が予想されるときには、ポンプ用輸液
セットを用いるべきである。

• カテーテルの流速は計算通りとならない
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